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自民党会派 海外（台湾）行政視察所見１/３ 

 

議員名【  木 村 博 幸  】  

 

◆視 察 日：令和６年６月２５日（火）時間：午後１４時００分～１５時３０分 

◆視 察 先：基隆市 

◆調査項目：「基隆市議会との意見交換」について 

 

 

１．台湾北部地震、花蓮地震の復興状況について 

・2024 年４月３日の花蓮の震災は、台湾の過去 25 年間で最大級の地震。震

度はマグニチュード 7.2くらいで、花蓮は震度６強、基隆市は震度 4級であっ

た。 

・今回は 25年ぶりの大地震の発生となり、基隆では大きな災害報告は無かっ

た。しかし多くの古い建物で鉄筋の露出などの問題が発生し、一部の建物は都

市再開発の課題にも直面しているが、これは地震前から継続的に取組んでいた

課題でもあり、改めて建替えの問題が露呈した状況。 

 

２．熊本県南フードバレーヒェア in 台湾基隆市の反応について 

・２０２３年、熊本県南フードバレーヒェアは基隆市で大変な人気があった。

両市が２０１８年、友好交流協定を締結して以来、昨年２０２３年のイベント

では八代市と基隆市の友好交流協定５周年を記念して行われおり、多くの訪問

者が集まった。 

・このイベントは、八代市と基隆市の友好関係を深め、両市の文化交流を促進

する素晴らしい機会となり、また基隆市民や多くの訪れた人々にとっても、熊

本県の特産品や文化を体験する貴重な機会となった。イベントに対する基隆市

での反応は、日本と台湾の友好関係を象徴するものとして、とても前向きに報

じられた。 
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３．港湾の物流、人流施策の状況について 

・基隆市の２０２２年の年度の報告によると、基隆港の利用船数は年間 9,698

隻と台湾国内で第 3 位。（第１位高雄港：30,469 隻、第２位台中港：22,969

隻）また、基隆港をクルーズ母港として整備する計画がある。基隆港と台北港

は競争の関係であり、基隆港は近洋貨物輸送を担当し、台北港は遠洋貨物輸送

港として位置づけられている。同時に、大量の貨物や電子商取引の貨物の出入

りを担う重要な役割を果たし、両港が異なる発展の位置づけを持つようになっ

ている。 

・クルーズ船の多くの旅客が基隆市へ行き、その流れとして台北市、新北市の

他の都市へ観光に行っており、将来はもっと多くの観光客に基隆を観光して貰

える様に策を検討中で、具体的には旅客は近年増加の傾向であり、もともと基

隆市の中心部の廟口(夜市)は大人気であるため廟口以外の観光地をさらに開

発して、具体的には海から山間部まで開発してもっと多くの観光客を誘致した

いとの事。 

 

４．少子高齢化社会を見据えた施策について(後継者問題や外国人労働者の受け

入れ状況など) 

・台湾の蔡英文総統は、長期介護に関する取り組みとして「長照 2.0計画」を

推進しており、この計画には台湾史上最高の予算との事。蔡総統が就任した当

初の年間予算は 46億台湾元から、2023年には 607億台湾元に増加し、2024

年には 649億台湾元に達する見込みとの事。 

・これは、高齢者へのケアを強化し、長期介護サービスの拠点を全国 700 か

所から 1 万 1000 か所以上に増やし、サービスを受ける高齢者の数も年間 10

万人以上から 40万人以上に増加させるという蔡総統の決意を示している。こ

の予算増加は、台湾の高齢者がより近い距離でサービスを利用できるようにし、

若い世代の負担を軽減する事が目的との事。 

・基隆市には、高齢者のための活動拠点が各区に設置されており、基隆市には

7つの区（町レベル）全てに存在する。将来的には、各里（村レベル）にも高

齢者の活動拠点を設けることを検討しており、現在基隆市では「地域ケア・サ
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ポート拠点 2.0 サービス計画」を通じて、高齢者の社会的つながりを強化し、

デジタル接続を促進するための「革新的なカリキュラム」の導入や、様々な活

動や社会サービスへの参加を推進しているとの事。 

 ・また、基隆市は、高齢者が自宅で快適に生活できるよう、地域社会の支援

を受けながら、自助・互助機能を発揮する「地域ケア・サポート拠点」を設

置されている。これには、訪問介護、電話による安否確認、食事サービス、

健康促進などのサービスが含まれており、八代市で言う「地域包括ケアシス

テム」と同様な機関・組織と思われる。 

・基隆市には、7つの区に合計 157里があり、そのうち 87か所に地域ケア・

サポート拠点が設置されており、平均して 2 里に 1 か所の割合で設置されて

いる。これらの拠点は、高齢者が社会に参加し、地域社会での生活を継続でき

るよう支援することを目的としており、２０２３年 2月末時点で、基隆市の総

人口は 362,010人（81%）であり、高齢者人口は 70,324人（19%）なので平

均すると、5人に 1人が高齢者となっており、今後益々高齢化が進むとされて

いる。 

 

５．両市の交流促進について(食、スポーツを通じた交流、そのほかの交流につ

いて) 

・基隆市と八代市は、産業、経済、文化、スポーツ、観光、教育など様々な分

野での交流を促進するために友好交流協定を締結しています。この協定は、両

市の相互理解と友好互恵を増進することを目的としており、以下のような活動

が行われている。 

・食を通じた交流は、八代市と基隆市は食文化の交流も行っており、八代市で

開催される「くまもと県南フードバレーフェア IN基隆市」などのイベントを

通じて、八代市の美食を紹介し、両市の料理の魅力を共有している。 

・また、両市は特色ある大型イベントの開催に伴う相互訪問を強化し、市民及

び民間団体間の交流を促進している。これらの取り組みにより、両市は共にさ

らなる発展を目指すとしている。基隆市と八代市の友好関係は、今後も多くの

分野での交流を通じて、さらに強化されていくことを望む。 
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・次回八代市で開催される妙見祭に、基隆市姉妹都市促進会が参加する予定と

報告を受けた。八代を代表する伝統文化を学んでもらえる事に非常に喜ばしく

思うとともに、更なる両市の交流促進に繋がると考えられる。 
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自民党会派 海外（台湾）行政視察所見２/３ 

 

議員名【  木 村 博 幸  】  

 

◆視 察 日：令和６年６月２６日（水）時間：午後９時３０分～１０時３０分 

◆視 察 先：新竹市 

◆調査項目：「新竹サイエンスパーク（化学探索館）」について 

 

 

新竹サイエンスパークにある化学探索館（ミュージアム）は、ここが初期の

竹製造業者の発祥の地でありこのエリアの公園化で工場を取壊して公園にし

たが、最後に残った 16 番目の工場を博物館として 2007 年に再建した。正式

名称は「サイエンスパーク探検ホール」と名付け、国内を始め海外からも多く

の見学者が訪れている。 

屋内に入ると天井は配管が剥き出しでボロボロな感じがするが、ここが元工

場であったことを示すため意図的に残してあるところが、発祥の地域の歴史に

ストリー性を持たせてあり好感が持てた。 

1階はディスカバリーホールと名付けられ、開放的な展示スペースでは床か

ら天井までのガラスの壁が日光を取り入れられ開放的で明るく、入口にはプロ

ジェクションマッピングで訪問者をお出迎え、科学技術イノベーションエリア、

グリーントレンドエリアなどテーマごとに展示されて機能的にも良く考えら

れていた。 

2階の展示エリアでは、この地域の主要な産業と製品が紹介されその中に半

導体製造工場で作られるシリコンウエハースが数種類展示されている。2階入

り口の壁には半導体製造の歴史と製造工程が説明されていて、ここミュージア

ムで一番力がそそがれた展示スペースとなっていた。 

 

（以下、主な展示物について） 

１、幹細胞注射液の開発（治療薬として臨床試験中の製品） 

世界は超老人化社会になるという傾向で、台湾も当てはまる。そこで、これ
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からバイオテク、特にメディカルの応用が増えていくという予想に商品開発ま

で進められていた。その種類は 

①軟骨の組織を再生 

   本来治療不可能、修復不可能な軟骨を修復し、またうまく歩けるように

する。 

 ②糖尿病の治療 

今までの糖尿病の治療は、あくまでその糖尿病の上昇の緩和で、根本的な

治療はないのが現状。そこで幹細胞の注射により、膵臓の組織を再生させ糖

尿病を根本的に治療する。 

 ③肝硬変の治療 

肝臓の細胞の破壊と再生が繰り返されたことで、肝臓が硬くなって機能を

失ってしまっている状態を治療し、肝機能の修復を図る。 

 （考察） 

幹細胞と言えば ヒト細胞治療の重要性と、ヒト細胞治療については、新

興疾患や老化疾患に対する新たな治療法として注目されてる。 

そんな中、日本は 2012年のノーベル医学・生理学賞の京都大学 iPS細胞

研究所の所長である山中伸弥博士が有名であり、併せて、日本は人工多能性

幹細胞(iPSC)で世界をリード。その後日本は速やかに薬事法等を改正し、細

胞治療製品の迅速な承認を可能にする新法を施行し世界のトップだと思っ

ていた。 

しかし、台湾は既に幹細胞の治療薬を開発し製品化まで終えているし、同

時に国内の幹細胞企業が更なる新薬開発に積極的に取り組んでいる。 

これは先を越された感じで、どこで逆転されたのか。 

そこで日本との違いを調べると、2011 年台湾は細胞治療関連の治療法を

細胞治療製品として扱い始め、もはや医療技術によって管理されていないた

め、国内の幹細胞企業が幹細胞を新薬開発に応用することを国が促進したか

らと言える。 

しかし、商業化の課題として細胞治療製品の商業化には、品質管理や製造

プロセスの安定性が重要と言われており、ここは日本のお家芸ともいえる品
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質管理基準で信頼ある新薬が商品化されるの期待したい。そして糖尿病、肝

硬変、関節痛などを治療し更なる長寿国にっぽんとなれる事を望みたい。 

 

２、フラッシュメモリーの暗号化 

旺宏電子のセキュアフラッシュメモリ ArmorFlash は、IoT の時代におい

て発生する情報セキュリティ問題に対応した製品で、独自の PUFコード（物

理複製困難関数）技術は各国で特許を取得している。この ArmorFlash は、

従来のシリアル NORフラッシュとセキュアチップを単一チップ化し、複製

不可能な独自の PUF コード技術を搭載しているところが凄いところで、各

チップは異なる PUF Code を持つため、たとえ 1 つのチップが危険にさら

されても、他のチップに拡大することはなく、システム全体のセキュリティ

を確保し、ユーザー認証、データ暗号化、設定可能なセキュリティゾーンを

可能にした素晴らしい技術である。 

   分かり易く例えると、製品となる個々のチップの半導体自身に、それぞ

れ物理的な認証番号が与えられる。その数は数千億個以上と言われ、世の

中に全く同じの半導体の識別コードが出てくる可能性が 0 に等しいという

凄さ。 

 

３、カートリッジ式 FCスクーター（水素バイク） 

  水素と言えば高圧の水素ボンベを連想する中、特長として小型の水素カー

トリッジを採用している。しかも水素吸蔵合金を内部に詰めており、低圧で

安全に水素を取り扱えるようになっている。 

  この低圧水素ストレージシステムは、水を電気分解して水素を生成し、カ

ートリッジに充填するサプライシステムと、使用したカートリッジと充填済

みのカートリッジを入れ替えるためのスタンドが求められるので、実用化は

インフラ整備によるところが大きい。 

  車体の大きさは 125ccクラス、しかし出力は 250cc並みにある。尚、走行

距離はカートリッジ 2本で 9kmと少し短い。 
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４、半導体製品（シリコンウエハース） 

   日本と違って台湾の半導体企業は分業が主流である。  

先ずはどのような半導体を作るか設計しデザインする。その次は電子回路を

デザインし、その電子配線のパターンを例えば今まさに熊本県で展開してい

る TSMC さんみたいな受託生産の企業に依頼して作ってもらう流れだそう

だ。  

まとめると、設計とデザインの企業は、設計とデザインに専念し、製造は

製造に専念し。後工程は後工程に専念している。経営効率まで考慮すると、

非常に合理的だと思う。 

しかし世界の中には全て自社で行うそういう企業もまだ存在している。例

えば韓国のサムスン、それからアメリカのインテルが自社生産だ。この様な

巨大産業では、取扱う物流の多さから分業に優るコストメリットが生まれる

と考えられる。 

実際に現時点で製造されているサイズは直径が 150ミリ、200ミリ、300

ミリのウエハースで、大きい工場では 300ミリで月に 10万枚を超える製造

が可能との事。 

製品の性能一つである細かさでは 12ナノとか主流であるが、最高 2ナノ

も製品化が出来る技術がある。 

近い将来は細かさには物理的な限界が来るので、今後はウエハースの平面

的な 2次元から立体的な３次元化に移行していくという。例えるとレーザー

ディスクの 2層 3層化と同じ発想で、既にここのミュージアムにも 3次元化

ウエハースの見本が展示されていた。 

 



 

 1 / 2 

自民党会派 海外（台湾）行政視察所見３/３ 

 

議員名【  木 村 博 幸  】  

 

◆視 察 日：令和６年６月２５日（火）時間：午後１５時００分～１６時３０分 

◆視 察 先：高雄市 

◆調査項目：「高雄港及び新クルーズ客船ターミナル」について 

 

 

台湾にとって高雄港とても重要な港であり、世界的にも重要なハブ港の地

位になっている。 

この港は元々軍用の港でもあり、現在はビジネス用でコンテナ専用港であ

る。見学したクルーズターミナルの場所は高雄港の 19 番と 20 番の埠頭に

ある。 

クルーズ客船の岸壁は全部で 2つあり、説明を受けたところは右側の高雄

クルーズターミナルで、隣りどうしでクルーズターミナルが隣接していた。 

このクルーズターミナルは去年の 3 月にオープンしたばかりで、説明が 

あった全体像となる写真も去年の 3月に撮った写真。ちなみにこの写真に豪

華客船が 2隻写っていたが、これは開港以来と併せコロナ以来、初めての船

が入港した写真との事。 

 

このクルーズターミナルを高雄市政府では「アジア・ニューベイ・エリア」

と名付けており、近くに台湾高雄市の交通渋滞を緩和するために開業された

高雄捷運（地下鉄、ライトレールを運行し、高雄メトロとも呼ばれる）のラ

イトレール（次世代型路面電車）の駅と MRT のモノレールや高速の IC が

走っており大変便利な場所になっている。 

これにより、海外の観光客とか国内旅行の観光客がとても来やすく、旅行

しに行きやすいため、観光地としてハーバーブリッジや倉庫を利用したマー

ケット、週末にはハイグレードで雰囲気が良さそうな屋台、観光の目玉とな

る回転する橋は夜間ライトアップで集客性を狙ったり、東側には８５階建て
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の高層ビルとか観光資源が沢山ある地域になっていた。 

 

ターミナルの建物は波のイメージを表現したデザインで、出来た頃は空気

洗浄機とか噂されたことも有ったとか。少しユニークなデザインだと思う。 

この建物のデザインについては、台湾国内だけではなく世界の建築デザイ

ナーに競争してもらい、最後に残ったのがニューヨークの建築家のご夫婦で

女性の方は日本人との事。 

 

建物には 9階がデータセンタ、10階は外部の会社用、7～8階は主にオフ

ィス用で新興企業である携帯会社関連会社の事業所が今入っている。 

豪華客船の旅客がメインとなる2階から6階のエリア概ね何をするかとい

うとピークで来客が沢山来たときでも 1 つのターミナルとしてお入り頂く

玄関みたいな場所となる。 

3階は露天の室外となる。この 3階から 6階までの間に外部の業者さんに

入ってもらったり将来的にはレストランとかお土産屋さんとか免税店に入

ってもらう計画。 

クルーズターミナルなのでサービスが大事と考え、せっかく来ていただ 

いたお客様に一番いいサービスを提供したいと考えておられ、将来的には税

金のリファンドの自動機、自動為替両替機、自動的な通関ゲートなどを予定

している。 

 

また、クルーズターミナルの管理だけでなく高雄西武と組んで土地開発部

門もあり、先ほど述べた埠頭の倉庫を活用したマーケット例の他に観光開発

も進めていく様で、港湾の規模や交通の利便性の良さ、機能的なクルーズタ

ーミナルが新たに設置された事により益々発展していくと感じた。 

 


